
赤潮等プランクトン調査

飯村 晃 小林広茂 小倉久子

１ はじめに

千葉県環境研究センターでは 1981 年度から継続
して東京湾における赤潮発生状況について調査し，

報告している１）。2009 年度は，当センターで行っ
た優占植物プランクトンの判定，溶存酸素量やク

ロロフィルａ濃度等の理化学的指標による水質調

査と，公共用水域水質調査と同時に行ったプラン

クトン定量調査の結果をあわせてとりまとめたの

でここに報告する。

２ 調査方法

調査内容及び調査海域は前報２）と同様とし，調

査期間は 2009 年４月から翌年３月までの１年間
で，当センターによる調査は 21 回、公共用水域水
質調査と同時に行った調査が 24 回、その他調査を
１回、合計 46 回行った。図１に調査海域及び調査
地点を示した。当センターによる調査ではこれら

の地点のうち１，７，８，９，13，97，98，99 の
８地点を中心に行った。また、公共用水域水質測

定と同時に行う調査では１，３，４，５，７，８，

９，13，15，20 の 10 地点で行った。
赤潮の判定は千葉県の基準（色相： olive ～

brown，透明度：1.5m 以下，溶存酸素飽和度：150%
以上，クロロフィル a：SCOR/UNESCO 法により
50 μ g/L 以上，pH：8.5 以上）を目安に行った。

３ 結果

３・１ 月別赤潮発生回数

2009 年４月から 2010 年３月までの月別赤潮発
生回数を表１に示す。この発生回数は，１調査日

で１地点以上赤潮と判定された場合にその日を赤

潮とし，本報告における赤潮判定結果の他，当セ

ンターが行った他の海域調査等からの情報を加え

てまとめた。

2009 年度の発生割合は 17%であり，前年度の
24%より減少した。赤潮が発生しやすい４月から 10
月までの期間では，27 回の調査のうち８回が赤潮
で発生割合は 30%であった。2009 年度も 10 月以
降の赤潮発生はみられなかった。10 月～ 3 月に赤
潮が観測されない状況が６年間続いている。さら

に 2009 年度は，例年なら高率で赤潮が観測される
８月，９月において赤潮発生割合がゼロであった。

2009 年は冷夏で，８月の平均気温 25.8 ℃，降水量
249.0mm，日最大風速を記録した風向が北系（東
北東～西北西）であった日数は 11 日であった３）。

天候が変わりやすく，赤潮プランクトンが発生し

ても大量に増殖する前に降雨，低温などの日が訪

れ，「赤潮」と認められるところまで至らなかった

図１ 調査海域

表１ 2009年度 月別赤潮発生回数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

赤潮回数 ２ １ ４ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８

調査回数 ４ ４ ４ ３ ４ ４ ４ ４ ３ ４ ４ ４ 46

発生割合(%) 50 25 100 33 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 17



可能性がある。

３・２ 表層水質

2009 年６月 10 日の測点９においてこの年度の
最低の透明度である 1.0m を観測した。同日には測

点８，98，99 などでも透明度 1.5m 以下を観測し

た。さらにこの前日，前々日においても DO 飽和
度最大 184 ％(6 月 9 日;測点 12），クロロフィルａ
濃度最大 170 μ g/L(6 月 8 日；測点 2）などの赤
潮の徴候を観測しており，３日間にわたり内湾部

でかなり広範囲に赤潮が発生していたものと思わ

れる。 この ときのプ ランクトン最 優占種は

Prorocentrum triestinum( 一 部 の 地 点 で

Heterosigma akashiwoと拮抗） であった。

３・３ プランクトン発生状況

観測した８回の赤潮では，赤潮を形成したのは

珪藻類単独３回，渦鞭毛藻類４回，珪藻と微細鞭

毛藻の混合赤潮１回であった。赤潮発生時の優占

プランクトンを表２に示した。

2009 年度の特記事項としては，７月 27 日に千
葉中央港に大量のミズクラゲが漂着したことが挙

げられる。中央港の船だまりに，水面が見えない

ほどの密度でミズクラゲが集まった。同時に

Noctiluca scintillansの集中もみられた。前日（26
日）から当日の昼にかけ 4.8 ～ 9.7m の南西～南の
風が卓越しており３），風に乗って中央港の船だまり

の中に吹き寄せられたものと思われたが，過去に

あまり例のない集中であった。

なお，この７月 27 日のミズクラゲ漂着時には
Noctiluca scintillans による海面の変色はみられた

が，中央港内の局所的な発生であることからこの

現象は月別の赤潮発生回数には含めていない。
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表２ 赤潮発生時の優占プランクトン
年月日 海域 赤潮プランク トン

2009/4/7 Stn .99 Leptocy l indrus dan icus
2009/4/14 Stn .2 , 3 Leptocy l indrus dan icus
2009/5/1 Stn .1 Eucamp ia Zod iacus
2009/6/8 Stn .6 Prorocentrum t r ies t inum
2009/6/9 Stn .12 Prorocentrum t r ies t inum
2009/6/10 Stn .7 , 8 ,9 ,98 ,99 Prorocentrum t r ies t inum
2009/6/26 ほぼ内湾全域 Prorocentrum micans
2009/7/7 Stn .4 , 5 ,6 Micro-F lage l la tes , Pseudo-n it zsch ia c f . mut is t r iata

図２ 2009年７月27日に千葉中央港でみられた

ミズクラゲの大群


